書道文化研究プロジェクト硯と墨色の試み　研究報告 by 大池 茂樹 et al.
中京大学は､ 中国宋時代､ あるいは我が国の各地で産出する古名硯 (時価高額) 約 97 面を所蔵し
ている｡ これらは､ 平成 9年 (1997 年) から 14 年 (2002 年) にかけて 3回にわたり個人から寄贈さ
れたもので､ 3 冊の図録を刊行し写真が掲載されている｡
硯は古来､ 長寿の象徴として扱われてきている｡ それは､ 石材という性格上､ 永年の使用 (磨墨)
に耐える品であり､ 長寿を願う贈答用品としても利用されてきた｡ そのため､ 墨を磨ることに適した
石質が選ばれるばかりでなく､ 硯石の色､ 模様､ 形､ 大きさ､ 彫刻などの見た目の美しさ､ 手触り､
墨の磨り心地､ 硯の産出地､ 生産年代などが､ 硯石の価値を高め､ 実用面と鑑賞対象としての性格を以っ
て使用されてきた｡ もちろん､ 実際に磨墨し､ 書きやすく､ にじみやかすれ､ 墨色の麗しい液墨を作ること
が硯の第一義であることは言うまでもない｡ なお､ 現在､ 硯は文学部古文書室の収蔵庫に保管されている｡
この研究は､ 文化科学研究所の ｢書道文化研究グループ｣ として 2012 年 (平成 24年) に立ち上げ､
書道の理論・技能・書道教育・用具など書道文化全般にわたり研究することを目標とした｡ 中でも､
研究対象を ｢古名硯と墨色の研究｣ とすることで､ 書道文化研究の目標の多くを網羅することができ
るため､ 進めることとした｡ 古名硯は高額貴重な品であるため､ 扱いには十分に留意するとともに､
実際に使用してこそ古名硯の価値が見いだされるものと確信した｡
研究は当初 4名であったが､ 第 2 回から 2 名加わり､ 現在 6 名となっている｡ 所蔵する 97 面の硯
を 5～6年で使用し終えるため､ 毎年一人あたり 2～3面のペースで利用することとした｡ 磨るための
墨については当然固型墨であり､ 日本の
墨の産地である奈良､ 三重の鈴鹿の墨､
中国で生産される唐墨を毎年のテーマに
合わせて使用することとした｡ また､ 紙
については､ 日本製の和紙 ｢白鳳箋｣
(山梨県産) のほか､ 中国製の一般的な
｢本画仙｣ ｢羅紋箋｣ (安徽省産) を使用
した｡ 筆は各自が使用しやすい国内外の
柔毫筆､ 兼毫筆を用いた｡
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書道文化研究プロジェクト 硯と墨色の試み 研究報告
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磨墨液の作り方と濃度をいかにするかに
最も意を用いた｡ 液墨のにじみ具合や墨色
の変化を表現するには､ 濃墨液よりも淡墨
液のほうが観察しやすい｡ そのため､ 淡墨
液を作るための水の質や量､ 磨墨時間を一
定にすることとした｡ 本来､ 淡墨を作るに
は､ 一旦濃墨液を作ってから水で薄めると
いうのが磨墨の常識となっているが､ それ
を敢えてせず 6㏄のミネラルウオーター
(硬度約 30) を､ 10 秒､ あるいは 20 秒か
けて磨墨した 2種類の濃度の液墨を一貫し
て使用することとした｡ 但し､ 硯の大きさ
や力の入れ具合により濃度の差が出ること
は否めなかった｡
展示記録
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硯と墨色の試み
2013 年 12 月 9 日 (月)～12 日 (木)
中京大学 名古屋キャンパス Cスクエア
中京大学が所蔵する古名硯のうち､ 今回は 13 面を展示します｡ 書道文化研究グループでは､ この
硯を展示鑑賞するとともに､ 名硯本来の目的である実用的な ｢磨墨｣ と ｢墨色｣ を試みました｡
硯自体の鑑賞としては､ 硯の大きさ､ 形､ 彫刻､ 色､ 模様などが目のつけどころです｡ また､ 硯の
産地もその価値を物語る重要な点です｡ それらが硯の命名の由来ともなっています｡ 皆さんの肉眼で
じっくりとご覧ください｡
硯は墨を磨ってこそ本来の目的が達せられます｡ 水滴を硯に落とした時の石面の色の美しい変化は
目を楽しませてくれます｡ 墨を硯に当て磨る時の感触は､ えも言われぬ滑らかさや抵抗感､ 音があり､
それは一面一面異なります｡
墨は国産の ｢鈴鹿墨｣ を使用しました｡ 墨の色は黒一色ではなく､ ｢にじみ｣ も墨色の一つです｡
墨色は様々な条件により微妙な違いを生み出し､ 筆線の美しさを醸し出します｡ 筆・墨・硯・紙の種
類ばかりでなく､ 気温､ 湿度､ 墨液の温度､ 濃度､ さらには磨る水の硬度から影響を受けるのです｡
この展示と研究をご覧いただき､ 皆さんもご自宅で墨を磨って字を書いてみてはいかがでしょうか｡
硯名 (番号) 寸法 (タテ×ヨコ×高さ) 使用墨
1 . 端渓松樹硯板 (2-5) 21.1×15.3×4.4 紅のはな (紅花油煙)
2 . 端渓劉銘硯 (2-11) 19.1×12.9×3.9 綿華 (綿実油煙)
3 . 歙州金暈硯 (2-12) 20.7×13.7×3.5 松煙墨
4 . 老松双禽硯 (2-18) 24.0×15.4×3.7 菜種油煙 (機械采煙製)
5 . 竹節游硯 (2-29) 13.7×15.4×3.0 胡麻油煙 (機械采煙製)
6 . 端渓硯 (3-2) 19.7×12.3×7.7 竹墨
7 . 端渓硯 (3-6) 14.0×11.2×2.2 落ち松 (松煙墨)
8 . 端渓硯 (3-10) 13.9×9.6×2.1 油煙 (重油 青顔料)
9 . 歙州硯 (3-15) 14.4×9.3×2.0 青煙 (重油)
10. 歙州硯 (3-16) 15.5×10.4×3.4 茶煙
11. 澄泥硯 (3-17) 17.5×14.3×4.0 米油煙墨
12. 澄泥硯 (3-18) 10.4×13.3×1.7 花の舞
13. 澄泥硯 (3-19) 17.8×11.0×2.1 花林 (鉱物性油煙 ナフタリン)
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2014 年 10 月 13 日 (月)～17 日 (金)
中京大学 名古屋キャンパス Cスクエア
中京大学が所蔵する古名硯のうち 18 面を展示します｡ 書道文化研究グループでは､ 昨年に引き続
き､ これらの硯を展示鑑賞するとともに､ 名硯本来の目的である実用的な ｢磨墨｣ と ｢墨色｣ を試み
ています｡
硯は､ 大きさ､ 形､ 彫刻､ 色､ 模様､ 硯の産地などが目のつけどころです｡ それらが硯の命名の由
来ともなっています｡ 皆さんの肉眼でじっくりとご覧ください｡
硯は墨を磨ってこそ本来の目的が達せられます｡ 水滴を硯に落とし.た時の石面の色の美しい変化
は目を楽しませてくれます｡ 手で触った時の感触に加えて､ 墨を硯に当て磨る時の感触は､ えも言わ
れぬ滑らかさや抵抗感､ 音があり､ それは一面一面異なります｡
墨は､ 奈良の老舗メーカー ｢墨運堂｣ の墨を使用しました｡ 墨の色は黒一色ではありません｡ また､
｢にじみ｣ も墨色の一つです｡ 気温､ 湿度､ 墨液の温度､ 濃度､ さらには磨る水の硬度から影響を受
け､ 墨色は様々な条件により微妙な違いを生み出し､ 筆線の美しさを醸し出します｡
この展示と研究をご覧いただき､ 皆さんも是非ご自宅で墨を磨って字を書いてみてください｡
硯名 (番号) 寸法 (タテ×ヨコ×高さ) 使用墨
1 . 端渓雲龍廻紋硯 (2-9) 22.3×14.2×3.3 和唐精妙 (植物性芯焚油煙)
2 . 端渓老坑内図刻硯 (2-15) 14.5×9.4×1.8 青松煙 (櫨物性直火焚松煙)
3 . 端渓硯板 (2-16) 17.6×11.9×2.6 天爵 (植物性芯焚油煙)
4 . 端渓在銘硯 (2-27) 13.9×10.1×2.6 玉品 (鉱物性直火焚松煙)
5 . 和硯鳳鳴石 (2-37) 17.1×9.8×3.7 含翠 (植物性直火焚松煙)
6 . 端渓硯板 (2-34) 17.0×11.9×1.9 清尚 (植物性直火焚松煙)
7 . 陶硯 (3-1) 14.9×9.8×4.1 顕微無間 (鉱物性直火焚松煙)
8 . 端渓硯 (3-3) 20.8×13.5×2.5 秋紅 (鉱物性直火焚松煙)
9 . 澄泥硯 (3-4) 12.4×9.0×2.2 大玄 (鉱物性直火焚松煙)
10. 端渓硯 (3-7) 13.5×9.5×1.4 茜雲 (鉱物性直火焚松煙)
11. 端渓硯 (3-9) 13.2×11.7×2.7 青燭精 (植物性直火焚松煙)
12. 端渓硯 (3-11) 27.9×18.1×3.0 玄宗 (鉱物性芯焚油煙)
13. 端渓硯 (3-12) 9.2×5.9×1.9 えいらく (植物性芯焚油煙)
14. 緑端渓硯 (3-13) 9.4×9.4×1.3 よこぶえ (鉱物性直火焚松煙)
15. 煙巌石硯 (3-22) 12.3×6.8×4.3 ともしび (生松松煙)
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第 2 回 硯と墨色の試み
16. 雨畑石硯 (3-23) 15.1×13.0×1.4 百錬剛 (鉱物性直火焚松煙)
17. 蒼龍石硯 (3-25) 21.2×14.6×3.0 碧潭 (植物性直火焚松煙)
18. 赤間石硯 (3-26) 16.0×11.1×3.1 筆の友 (鉱物性直火焚松煙)
2015 年 11 月 30 日 (月)～12 月 4 日 (金)
中京大学 名古屋キャンパス Cスクエア
中京大学が所蔵する古名硯のうち 18 面を展示します｡ 書道文化研究グループでは､ これらの硯を
展示鑑賞するとともに､ 名硯本来の目的である実用的な ｢磨墨｣ と ｢墨色｣ を試みる研究を行ってい
ます｡
墨は､ 中国古墨 (清 汪近聖 御製銘園図墨 (嘉慶墨) の倣造) を使用しました｡ 嘉慶年間は 1796
～1820 年｡ 光緒年間 (1875～1908) 以降の倣造ではあるものの､ 文化大革命 (1966～1976) 以前の
良墨です｡ 中国皇帝庭園の名前にちなんだ特色ある形と､ 落ち着いた金彩色が施されています｡ 油煙
墨がメインですが､ 松煙墨もあるようです｡
硯は､ 大きさ､ 形､ 彫刻､ 色､ 模様､ 硯の産地などが目のつけどころです｡ それらが硯の命名の由
来ともなっています｡ また､ 製作者や所蔵者､ 鑑賞者により刻された銘文も､ 肉眼でじっくりとご覧
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第 3 回 硯と墨色の試み
ください｡
前二回の試みでは和墨 (日本製の墨) でしたが､ 今回は唐墨を使用しました｡ 発墨､ 墨色の微妙な
違いを見ていただければと思います｡ 中国の水は硬水ですので､ 次回はもっと硬度の高い水を使って
みることも視野に入れています｡
この展示と研究をご覧いただき､ 皆さんも是非ご自宅で墨を磨って字を書いてみてください｡
硯名 (番号) 寸法 (タテ×ヨコ×高さ) 使用墨
1 . 端渓 雨霖墻青花硯 (2-1) 17.3×10.1×2.5 中国嘉慶御墨 (韻泉書屋)
2 . 端渓 太史硯 (2-3) 17.4×10.2×6.2 中国嘉慶御墨 (韻泉書屋)
3 . 端渓 壺様硯 (2-6) 16.8×10.9×2.2 中国嘉慶御墨 (翠雲館)
4 . 端渓 龍鳳游雲硯 (2-8) 18.6×12.6×2.2 中国嘉慶御墨 (委宛藏)
5 . 端渓 石渠硯 (2-10) 10.0×10.0×2.5 中国嘉慶御墨 (湛虚樓)
6 . 端渓 圭璧硯 (2-13) 12.0×7.5×1.4 中国嘉慶御墨 (翠雲館)
7 . 端渓 八稜硯 (2-19) 11.3×11.3×2.5 中国嘉慶御墨 (委宛藏)
8 . 端渓 硯板 (2-22) 19.0×15.0×2.0 中国嘉慶御墨 (湛虚樓)
9 . 端渓 王建銘硯 (2-25) 16.8×12.5×1.4 中国嘉慶御墨 (翠雲館)
10. 端渓 玳瑁斑自然硯 (2-26) 13.7×10.4×1.5 中国嘉慶御墨 (天然圖畫)
11. 端渓 龍石銘小硯 (2-28) 12.4×8.3×4.5 中国嘉慶御墨 (委宛藏)
12. 緑石 荷葉硯 (2-30) 16.7×15.5×2.5 中国嘉慶御墨 (韻泉書屋)
13. 乾隆御銘唐観象硯 (2-31) 14.5×14.5×1.5 中国嘉慶御墨 (古香齋)
14. 端渓 硯板 (2-33) 18.5×12.1×1.8 中国嘉慶御墨 (湛虚樓)
15. 和硯 雨畑石 (2-35) 16.0×15.7×2.1 中国嘉慶御墨 (古香齋)
16. 和硯 雨畑石 (2-36) 21.4×15.2×2.7 中国嘉慶御墨 (天然圖畫)
17. 端渓硯 (3-8) 15.2.×12.7×3.9 中国嘉慶御墨 (古香齋)
18. 歙州硯 (3-14) 19.0×12.5×2.5 中国嘉慶御墨 (天然圖畫)
2016 年 11 月 24 日 (木)～30 日 (水) (但し 26・27 日は閉室)
午前 10 時～午後 3時
中京大学 名古屋キャンパス Cスクエア
中京大学が所蔵する古名硯のうち 18 面を展示します｡ 書道文化研究グループでは､ これらの硯を
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第 4 回 硯と墨色の試み
展示鑑賞するとともに､ 名硯本来の目的である実用的な ｢磨墨｣ と ｢墨色｣ を試みる研究を行ってい
ます｡
墨は､ 三重県鈴鹿の色墨を中心に使用しました｡ 色墨は､ ｢雪｣ (ねずみ色)､ ｢樹｣ (緑)､ ｢月｣ (黄)､
｢花｣ (赤)､ ｢雅｣ (紫)､ ｢地｣ (茶)､ ｢天｣ (水色)､ ｢陽｣ (橙) の 8 種類｡ また､ アボガド､ アーモン
ド､ 米､ シソ､ オリーブなどから圧搾した油を使った珍しい墨もあります｡
硯は､ 大きさ､ 形､ 彫刻､ 色､ 模様､ 硯の産地などが目のつけどころです｡ それらが硯の命名の由
来ともなっています｡ また､ 製作者や所蔵者､ 鑑賞者により刻された銘文も､ 肉眼でじっくりとご覧
ください｡ 中国端渓硯 (広東省肇慶市) 歙州硯 (安徽省黄山市) が有名です｡
この展示と研究をご覧いただき､ 皆さんも是非ご自宅で墨を磨って字を書いてみてください｡
硯名 (番号) 寸法 (タテ×ヨコ×高さ) 使用墨
1 . 端渓 氷紋硯板(1-1) 18.7×13.2×2.3 特殊油煙墨＜淡墨桜＞油煙と松煙の混錬
2 . 端渓 大西洞壷様硯(1-2) 20.5×20.5×2.7 色墨＜雅＞ (紫色)
3 . 端渓 宋斗星硯 (1-3) 22.7×14.7×4.4 色墨＜樹＞ (緑色)
4 . 端渓 魚脳凍硯 (1-7) 22.4×14.9×2.5 色墨＜花＞ (赤色)
5 . 端渓 満面青花硯板 (1-8) 25.6×14.0×1.9 色墨＜天＞ (水色)
6 . 端渓 硯板 (1-9) 21.4×14.3×2.4 色墨＜地＞ (茶色)
7 . 端渓 金冬心銘硯 (1-10) 23.0×20.8×6.4 米油煙墨 (米の身)
8 . 製東坡像硯 (1-13) 22.1×15.0×1.9 色墨＜月＞ (黄色)
9 . 端渓 荷葉硯板 (1-14) 18.2×22.7×2.4 橄欖油煙墨 (オリーブの果実脂肪)
10. 端渓 製雪浪硯 (1-17) 23.5×23.5×3.8 芯焚き菜種油煙＜花舞＞
11. 端渓 氷紋硯板 (1-18) 21.2×13.4×2.4 巴旦杏油煙墨 (アーモンドの核)
12. 端渓 龍紋旧硯 (1-19) 23.2×16.5×5.8 重油青煙 (舟型)
13. 歙州 蕉葉硯 (1-21) 21.8×10.5×2.3 紫蘇油煙 (シソの種子)
14. 端渓 竹節硯 (1-22) 17.2×11.0×2.7 鰐梨油煙 (アボガドの果肉脂肪)
15. 端渓 琴様硯 (1-25) 25.7×15.0×3.0 古墨＜大黒墨＞
16. 青石 硯板 (1-27) 25.6×16.6×3.6 椿油煙墨＜紅のはな＞
17. 緑色硯板 (1-28) 20.1×13.4×2.7 色墨＜陽＞ (橙色)
18. 四霊集鳳池硯 (1-30) 23.0×17.7×4.2 色墨＜雪＞ (ねずみ色)
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2017 年 11 月 29 日 (水)～12 月 4 日 (月) (但し 2・3日は閉室)
午前 10 時～午後 3時 30 分
中京大学 名古屋キャンパス Cスクエア
中京大学が所蔵する古名硯のうち 18 面を展示します｡ 書道文化研究グループでは､ これらの硯を
展示鑑賞するとともに､ 名硯本来の目的である実用的な ｢磨墨｣ と ｢墨色｣ を試みる研究を行ってい
ます｡
墨は､ 奈良の製墨業者による日本製の墨 (和墨)､ 中国安徽省生産の墨 (唐墨) 等を使用しました｡
硯は､ 中国端
たん
渓
けい
硯 (広東省肇慶市) 歙
きゅう
州
じゅう
硯 (安徽省黄山市) が有名です｡ 大きさ､ 形､ 彫刻､ 色､
模様､ 硯の産地などが目のつけどころです｡ それらが硯の命名の由来ともなっています｡ また､ 製作
者や所蔵者､ 鑑賞者により刻された銘文も､ 肉眼でじっくりとご覧ください｡
この展示と研究をご覧いただき､ 皆さんも是非ご自宅で墨を磨って字を書いてみてください｡
硯名 (番号) 寸法 (タテ×ヨコ×高さ) 使用墨
1 . 端渓姉妹硯板 (1-5) 20.0×13.5×2.0 曹素功 大好山水
2 . 端渓龍紋旧硯 (1-11) 18.5×10.2×5.7 歙県徽墨庁 仙人峰
3 . 端渓自然形硯 (1-12) 19.0×17.2×3.7 上海墨庁 鐵齋翁書畫墨
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第 5 回 硯と墨色の試み
4 . 端渓荷葉硯 (1-15) 15.3×17.7×2.7 胡開文 茶墨
5 . 端渓貝多羅葉硯 (1-16) 23.8×11.8×2.0 唐墨 龍翔鳳舞
6 . 歙州蟾蜍硯 (1-23) 27.8×27.9×5.5 呉竹精昇堂 椿油煙 やまつばき
7 . 端渓至聖像硯 (1-24) 17.0×11.4×4.7 徽歙老胡開文 迎春
8 . 吉祥硯 (1-26) 24.6×23.9×3.3 墨運堂 清樂
9 . 端渓梧桐遊鳳硯 (1-29) 22.0×13.5×3.2 古梅園 松煙 龍徳被墨
10. 緑名瑞瓜硯 (1-31) 36.0×23.5×9.0 胡開文 青墨 天開文運
11. 端渓鵞鳥硯 (2-4) 12.7×15.7×1.6 大巻松烟 黄山松煙
12. 端渓雲龍五嶽硯 (2-7) 13.9×13.9×5.6 古梅園 古墨
13. 端渓石渠硯 (2-20) 10.0×10.0×2.5 徽州休城老胡開文 玩竹齋書畫墨
14. 端渓玉堂井田硯 (2-21) 13.0×9.0×1.9 徽州老胡開文 富貴圖
15. 白石硯 (2-24) 20.3×12.6×3.1 和製古墨 大黒墨
16. 端渓水巌風字硯 (2-32) 14.0×12.8×1.7 曹素功 天保九如
17. 端渓竹節硯 (2-40) 15.6×9.9×2.3 呉竹精昇堂 徳澤如天満四海
18. 鳳鳴石硯 (3-20) 13.9×9.9×2.3 上海墨庁 油煙 萬壽無彊
2018 年 11 月 26 日 (月)～30 日 (金)
午前 10 時～午後 3時 30 分
中京大学 名古屋キャンパス Cスクエア
中京大学が所蔵する古名硯 11 面と個人蔵 7面を展示します｡ 書道文化研究グループでは､ これら
の硯を展示鑑賞するとともに､ 名硯本来の目的である実用的な ｢磨墨｣ と ｢墨色｣ を試みる研究を行っ
てまいりました｡ 大学所蔵の硯は全部で 97 面｡ 6 年にわたり､ これですべてとなりました｡
墨は､ 三重県鈴鹿の製墨業者による日本製の墨 (和墨) を主に使用しました｡ 中には安価な墨もあ
ります｡ にじみや墨色の具合をよくご覧になってください｡
硯は､ 中国端
たん
渓
けい
硯 (広東省肇慶市) 歙
きゅう
州
じゅう
硯 (安徽省黄山市) が有名です｡ 大きさ､ 形､ 彫刻､ 色､
模様､ 硯の産地などが目のつけどころです｡ それらが硯の命名の由来ともなっています｡
この展示と研究をご覧いただき､ 皆さんも是非ご自宅で墨を磨って字を書いてみてください｡
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硯名 (番号) 寸法 (タテ×ヨコ×高さ) 使用墨
1 . 端渓十蝠天来硯 (1-04) 34.4×22.5×5.0 施無畏 写経用墨
2 . 端渓旧硯 (1-20) 20.7×15.8×3.3 鈴鹿墨 (魁盛堂 紅花墨)
3 . 端渓青花硯板 (2-02) 20.1×11.5×2.5 鈴鹿墨 仮名用
4 . 歙州 漢未央甎海天初月硯 (2-14) 14.3×9.2×2.9 学童用 古梅園 紅花墨
5 . 端渓下巖石硯 (2-17) 18.7×11.5×3.3 鈴鹿墨 すずか (1 分墨)
6 . 緑石瑞瓜硯 (2-23) 11.5×7.4×2.4 鈴鹿墨 青墨
7 . 和硯 鳳鳴石 (2-38) 21.0×12.4×2.9 鈴鹿墨 茶墨 うぐひす
8 . 和硯 赤間石 (2-39) 16.7×12.2×3.1 日々無事日々修行 写経用墨
9 . 端渓硯 (3-05) 18.3×11.9×3.0 青墨 香
10. 鳳鳴石硯 (3-21) 12.4×8.0×2.1 花林
11. 雨畑石硯 (3-24) 13.5×11.6×2.8 学童用 呉竹墨 (奈良 呉竹精昇堂)
12. 新端渓 (個人蔵) 27.7×18.0×3.5 ひょうたん (油煙)
13. 百軒齋壬字第五研 (個人蔵) 18.0×11.5×4.0 松煙
14. 端渓硯 宋坑 (個人蔵) 16.5×10.6×3.6 べにばな (奈良 古梅園)
15. 古端渓 (個人蔵) 14.5×10.2×2.3 鈴鹿墨 月 胡麻油煙
16. 歙州硯 (個人蔵) 20.8×10.9×3.2 学童墨
17. 歙州硯 (個人蔵) 17.0×11.1×2.6 鈴鹿墨 玄
18. 大西洞硯 (個人蔵) 19.8×12.7×2.1 宮殿 (奈良 勝栄堂)
なお､ 研究員各自作品を 1点ずつ揮毫し展示した｡
第 1回 (2013 年)
● 大池青岑 ｢白雲抱幽石｣
使用硯：人工硯 (呉竹墨磨機)
使用墨：唐墨 (北京墨汁廠製 黄山松煙) 50CCの水で 2時間機械磨墨直後 墨温 18℃
使用水：井戸水 (江南市)
使用筆：和筆羊毛
使用紙：中国本画仙 (浄皮単箋)
● 上小倉積山 ｢高望遠志｣
使用墨：墨液 (墨の華 中濃)
使用筆：和筆兼毫 (暢心)
使用紙：台湾画仙 (水雲箋)
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● 庄田華鳳 ｢島崎藤村詩｣
使用墨：墨液 (墨の華)
使用筆：和筆兼毫 (積山)
使用紙：中国画仙 (棉料単箋)
● 高桑嚴風 ｢袁宏道詩｣
使用硯：人工硯 (墨磨機)
使用墨：唐墨 (天保九如) 180CCの水で 1時間磨墨 さらに 1時間後 30 分磨墨 墨温 20℃
使用水：水道水 (名古屋市)
使用筆：唐筆 (武林邵芝巖製 長鋒宿純毫条幅)
使用紙：台湾画仙 (光琳箋)
第 2回 (2014 年)
● 大池青岑 ｢硯を洗って魚墨を呑む｣ (張芝の故事より)
使用硯：セラミック人工硯 (呉竹墨磨機)
使用墨：大玄 (墨運堂)
使用水：ミネラルウオーター (南アルプス天然水)
使用筆：唐筆 (玉版金丹)
使用紙：中国画仙
● 磯谷凄聴 ｢天清曉露凉｣
使用硯：羅紋硯 200CCの水を 120 分機械磨り
使用墨：茜雲
使用水：ミネラルウオーター
使用筆：杉友
使用紙：本画仙
● 上小倉積山 ｢千載有餘情｣ (陶淵明)
使用硯：磨墨機 150CCの水を 30 分磨墨
使用墨：墨液 和唐精妙 (薄茶紫系)
使用水：ミネラルウオーター (南アルプス天然水)
使用筆：和筆兼毫 (暢心)
使用紙：泰山箋
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● 庄田華鳳 ｢倚樹聽流泉｣
● 高桑嚴風 ｢畫眉張遇可憐生｣
使用硯：端渓硯 (墨磨機) 10CCの水を 1時間磨墨 磨墨後 1時間
使用墨：玉品 (墨運堂)
使用水：ミネラルウオーター (南アルプス天然水)
使用筆：唐筆 (武林邵芝巖製 毫提)
使用紙：鳳龍紋宣紙
● 村瀬俊彦 ｢奈良七重七堂伽藍八重桜｣
使用硯：古端渓 5分手磨り
使用墨：えいらく
使用水：ミネラルウオーター
使用紙：加工紙
第 3回 (2015 年)
● 大池青岑 ｢大道無門｣
使用硯：人工硯 (呉竹墨磨機) 50CCの水を 1時間磨墨
使用墨：和墨 (墨運堂製 陳玄) 磨墨直後 墨温 20℃ 淡墨部分は唐墨 (曹素功堯千氏製 紫玉光)
使用水：井戸水 (江南市)
使用筆：和筆兼毫 (長興)
使用紙：中国本画仙 (紅星牌 棉料単箋)
● 磯谷凄聴 ｢吹燈窓更明｣
使用硯：歙州硯 20 分手磨り
使用墨：和墨 (呉竹精昇堂製 百選墨 靈華)
使用水：水道水
使用筆：木鶏
使用紙：瑞穂
● 上小倉積山 ｢松靜鶴留聲｣
使用硯：磨墨機 150CCの水を 1時間磨墨
使用墨：唐墨 (萬壽無疆) 磨墨 2日後
使用水：水道水
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使用筆：和筆兼毫 (暢心)
使用紙：台湾画仙 (水雲箋)
● 庄田華鳳 ｢花氣蝶飛晨｣
使用硯：端渓硯
使用墨：唐墨
● 高桑嚴風 ｢麝煙初散墨花春｣
使用硯：端渓硯 (墨磨機) 180CCの水を 45 分間磨墨
使用墨：唐墨 (胡開文 金不易) 30CCを 180CCの水で希釈
使用水：水道水 (名古屋市)
使用筆：唐筆 (武林邵芝巖製 毫提)
使用紙：宣紙 (七紋瓦当箋)
● 村瀬俊彦 ｢石走る｣
使用硯：古端渓 手磨り
使用墨：和墨 (古梅園製古墨)
使用水：水道水
使用筆：和筆兼毫 中鋒
使用紙：加工紙
第 4回 (2016 年)
● 大池青岑 ｢美意延年｣
使用墨：枯墨液と墨運堂ぼくてきの混合液を井戸水で希釈
使用筆：和筆羊毛
使用紙：中国本画仙 (紅星牌 玉版 棉料単箋)
● 磯谷凄聴 ｢杜甫詩句｣
使用硯：天輪硯 (墨磨機)
使用墨：和墨 (呉竹精昇堂製 ｢天衣無縫｣ と ｢興雲｣)
使用水：水道水
使用筆：和筆 (積山)
使用紙：夾宣
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● 上小倉積山 ｢先鍼而後縷｣ (物には順序のあるたとえ 淮南子)
使用硯：磨墨機 1時間磨墨
使用墨：呉竹 (天衣無縫)
使用筆：和筆兼毫 (暢心)
使用紙：泰山箋
● 庄田華鳳 ｢福寿聯雙美｣
使用硯：雲月硯 (墨池)
使用墨：呉竹濃墨液 (書芸呉竹)
使用筆：兼毫筆
使用紙：台湾画仙
● 高桑嚴風 ｢蓋墨黙僊｣ (茘枝仙の句)
使用硯：端渓硯 (墨磨機) 100CCの水を 70 分間磨墨
使用墨：唐墨 (天保九如) 磨墨後 50 分
使用水：水道水 (名古屋市)
使用筆：唐筆 (戴月軒 京 伍号)
使用紙：中国画箋 (紅星牌)
● 村瀬俊彦 ｢藤原定家のうた 五月雨の｣
使用硯：端渓 手磨り
使用墨：和墨 (油煙 40 年ほど前の物)
使用水：水道水
使用筆：和筆兼毫 中鋒
使用紙：画仙加工紙
第 5回 (2017 年)
● 大池青岑 ｢北大路魯山人のことば 美味いもの｣
使用硯：端渓硯 6CCのミネラルウオーターを 15 分磨墨
使用墨：唐墨 紫玉光 磨墨後すぐ
使用筆：唐筆 漢璧
使用紙：中国本画仙 (紅星牌 玉版 棉料綿連)
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● 磯谷凄聴 ｢震揺高山動｣
使用硯：歙州硯 150CCの水を 1分 30 秒磨墨
使用墨：和墨 (呉竹精昇堂製 ｢天衣無縫｣) 磨墨後 1時間
使用水：ミネラルウオーター
使用筆：和筆 (一休園 石毫)
使用紙：翔雲
● 上小倉積山 ｢彈琴復長嘯｣ (琴をひき､ また歌をうたって楽しむ 王維)
使用墨：開明墨汁 墨の華
使用筆：尋道
使用紙：白鳳箋
● 庄田華鳳 ｢琴調酒熟香温｣
使用墨：墨運堂濃墨液 (玄宗)
使用筆：和筆
● 高桑嚴風 ｢壽與龜鶴永｣ (長寿を祝うめでたい句)
使用硯：端渓硯 250CCの水を 2時間 15 分磨墨
使用墨：唐墨 (大好山水) 磨墨後 15 時間
使用水：水道水 (名古屋市)
使用筆：唐筆 (友生昌 暢懐)
使用紙：唐紙 (瓦當紋冷銀箋)
● 村瀬俊彦 ｢藤原定家のうた｣
ふかき夜の 花と月とに あかしつつ よそにぞきゆる 春のともしび
使用硯：端渓 手磨り
使用墨：和墨 (旧墨)
使用水：水道水
使用筆：和筆兼毫 中鋒
使用紙：画仙加工紙
第 6回 (2018 年)
● 大池青岑 ｢萩原朔太郎 虚無の鴉｣
使用硯：端渓八稜鏡硯 老坑水巌
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使用墨：和墨 古梅園 古墨 磨墨後すぐ
使用水：井戸水
使用筆：唐筆
使用紙：中国本画仙 (紅星牌 玉版棉料単箋)
● 磯谷凄聴 ｢吟詩紅葉寺｣
使用硯：歙州硯 墨磨機で磨墨
使用墨：和墨 (呉竹精昇堂製 ｢天衣無縫｣)
使用筆：精勇
● 上小倉積山 ｢幽隱足游觀｣
(故事 世を逃れて深く隠れ､ 山水などを見物するのが十分の楽しみである)
使用墨：開明墨汁 墨の華
使用筆：暢心
使用紙：白鳳箋
● 庄田華鳳 ｢臨野水看浮雲｣
使用墨：呉竹精昇堂墨液 (書芸呉竹)
使用筆：和筆
● 高桑嚴風 ｢木葉動秋聲｣ (木の葉は風に吹かれてさらさらと秋の声を響かす)
使用硯：端渓硯 宋坑 80CCの水を 1時間 20 分磨墨
使用墨：唐墨 (鐵齋翁書畫寶墨) 磨墨後 1時間 水道水で 4倍に希釈
使用水：水道水 (名古屋市)
使用筆：唐筆 (戴月軒京 五号)
使用紙：唐紙 (老灰紙)
● 村瀬俊彦 ｢いく秋と｣
使用硯：端渓 手磨り
使用墨：和墨 (古梅園 金官双鳳 1970 年)
使用水：水道水
使用筆：和筆 無印兼毫
使用紙：画仙加工紙
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